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言語聴覚士：ST
（Speech・Language-Hearing Therapists）

言語聴覚士はことばや聞こえ等による
コミュニケーションに問題がある方や、
摂食・嚥下の問題に対して、専門的サー
ビスを提供し、自分らしい生活を構築
できるよう支援する専門職です。

あなたの聴こえは

大丈夫ですか？
～聴こえに不安を感じたら～

あなたの聴こえは

大丈夫？

あなたの聴こえは大丈夫ですか？

聴こえのチェックシートで、ご自身の聴こ

えの状況をチェックしてみましょう！

耳の構造と難聴

加齢に伴って、聴力は徐々に低下していき

ます。 内耳の細胞や神経の機能が低下し

ていくことより感音難聴になります。 

高い音から聞こえにくくなり、両耳同じよ

うに進行します。 他の病気よりも言葉の

聞き取りも低下していくことが特徴です。

高齢者の難聴の特徴



補聴器と

上手な付き合い方

• 身体障害者手帳の交付

難聴の聴力レベルによって身体障害者手帳

の交付が受けられます。

• 高齢者補聴器購入費助成事業

市町村によって条件は異なりますが、条件

に該当する方を対象とした、補聴器の購入

費助成制度があります。各市町村にお問い

合わせください。

公的な支援制度

補聴器は聞こえを補うもので、初めからは

っきりと聞こえるわけではありません。

長い時間をかけて段階的に音量をあげて

いくトレーニングを行うことが大切です。

最初の数週間は不快感を強く感じるかも

しれませんが、少しずつ使用時間を延長

していくトレーニングを行うことで、徐々

に音に慣れていくことができます。

また、補聴器に慣れるまでは、ご家族の

協力も必要です。あたたかく本人に寄り

添いながら経過をみていきましょう。

聴こえに

不安を感じたら

① 耳鼻咽喉科の受診

補聴器に特化した『補聴器相談医』に聞こ

えの状態を診てもらいましょう。難聴の原

因により治療が可能な場合もありますので

、医師に補聴器を勧められてから販売店に

行くようにしましょう。

『補聴器相談医』は、日本耳鼻咽喉科頭頸

部外科学会のホームページで名簿を確認す

ることができます。

② 補聴器販売店に相談

『認定補聴器技能者』のいる販売店に行き

、どんな補聴器が自分に合うのかをみても

らいましょう。状態に合わせた補聴器の選

定・視聴・調整を行なってもらえます。

③ フォローアップ

『補聴器相談医』や『認定補聴器

技能者』に定期的に聞こえや補聴

器の状態を確認してもらいましょう。

聞こえに不安を感じたら、補聴器を購入

する前に耳鼻咽喉科医を受診し、補聴器

が有効であるかどうか診断してもらいま

しょう。

難聴になると・・・

一般的に中等度から高度難聴の方に補聴器

が役立つと言われていますが、補聴器がう

まく適合するかどうか？まずは耳鼻咽喉科

医の検査や診察をおすすめします。

難聴の程度

難聴になるとさまざま生活に影響をおよぼ

します。

必要な音が聞こえず社会生活に影響する。

大切な人とのコミュニケーションがうまく

いかない。

危険を予知する能力が低下する。

自信を無くし社会参加が減少する。

認知症発症のリスクが大きくなる。

孤立感から鬱に陥る可能性がある。

早期対応が

大切です
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